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北陸未来共創フォーラム 地元人材育成分科会 戦略的な地域インターンシップ WG 

令和５（2024）年度 インターンシップに関する意識調査（学生向け）集計結果 

 
本調査は、富山大学、金沢大学、福井大学、北陸先端科学技術大学の４大学の主に３年お

よび修士１年の学生を対象に、令和５年 10月から 11 月にかけて実施し、84 名から回答を
得たものである。 
 設問２において５日～30 日以上のいずれかを含む回答者を「５日以上」（43 名）とし、０
回を除くそれ以外の回答者を「５日未満」（25 名）として分析した。 
 
 

WGからのメッセージ 

 
【学生のみなさんへ】 
 《参加日数と満足度》からわかるように５日以上の就業体験を経験することがより大きな
満足度の獲得につながっています。ただし、５日未満の場合でも「業界や企業・団体への理
解を深める」ためには有意義です。《参加日数と参加理由》を参考に、目的を明確にした上
で参加するようにしましょう。１回だけではなく、５日未満と５日以上など、自分のスケジ
ュールを考えながら、できるだけ複数回参加することで、より多くの学びや気づきを得られ
ることでしょう。 
 
 
【企業・団体の皆様へ】 
 アンケート結果では概ね、実働日数５日以上の就業体験における満足度が５日未満より
も高い傾向にあります。 
また参加理由や学生が特によかったと感じたこといついては、５日未満と５日以上の差

異にご注目いただき、それぞれ実施へ向け参考にしていただければと思います。あまりよく
なかったと感じたことでは、５日未満、５日以上共に「交通費などの経済的負担」を挙げて
いる学生が項目別では最も多く、特に就業体験が長期となる場合は、交通費の補助などがあ
れば学生はより参加しやすくなるものと思われます。 
 オープンカンパニーやインターンシップを実施する上で、学生が何を求め、何を獲得し、
何に問題を感じているかを知ることは重要なことだと思います。その一助としていただけ
れば幸いです。 
 
 
 



2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ５日未満・５日以上の参加状況 

 
《５日未満・５日以上の参加状況》 
・「５日未満のみ」「５日未満と５日以上」「５日以上のみ」がそれぞれ 1/3 ほどの割合と 
なっている。 

・「１日」のみの参加者は全体の 1/4 である。 
 
 
◎設問２の参加日数の結果にもある通り、「１日」の参加者数は最も多く 48 名であるが、
「１日」のみの参加は 17 名で、多くは「１日」以外にも参加している。特に「１日」と
「５日以上」に参加している者も 19 名おり、これは全体の 28％にあたる。参加者の平均
参加回数は約 1.7回で、44％の学生が複数回参加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１日のみ 

25％ 
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図２ 参加日数と満足度 

 
《参加日数と満足度》 
・「たいへん満足」「満足」「やや満足」それぞれにおいて、５日以上参加者の回答率が５日
未満の参加者の回答率を上回っている。 

・「たいへん満足」「満足」「やや満足」の回答率の合計は、５日未満参加者が 64.0％、５日
以上参加者が 95.4％と 31.4 ポイントの開きがある。 

 
 
◎５日未満の短期の参加より、インターンシップ実働日数要件である５日以上の就業体験
の方が、満足を得られ易い傾向が認められる。 
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図３ 参加日数と参加理由【複数回答】 

 
《参加日数と参加理由》 
・５日未満参加者、５日以上参加者のいずれも「①業界の実情を知りたい」が最も高い割合
となっている。 

・５日以上参加者の選択率が５日未満参加者の選択率を顕著に上回っているのは、「⑤就活
に役立つ」（差 21.4ポイント）「②企業・団体の実情を知りたい」（差 14.8ポイント）、「⑥
採用で有利になる」（差 22.1ポイント）、「④就業スキルの向上」（差 19.9ポイント）など
である。 

・逆に「⑦周りが参加している」は５日未満参加者の選択率が５日以上参加者の選択率を
21.4 ポイント上回っている。 

 
◎５日以上参加者の方が、参加企業・団体、就活、採用、就業スキルなどより具体的な目標
を見据えた上で、参加している傾向が読み取れる。 
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図４ 参加日数と特によかったと感じたこと【複数回答】 

 
《参加日数と特によかったと感じたこと》 
・５日未満参加者、５日以上参加者共に「②業界や企業・団体への理解が深まった」の割合
が最も高くなっている。 

・５日以上参加者については、「①働くことを身をもって体験できた」「⑩就職へ向けてのつ
ながりを持てた」「⑥社会人と親しく接することができた」など多くの項目で５日未満参
加者の回答率を上回っている。 

・５日未満参加者については、「⑧将来について考えるきっかけとなった」が業界や企業・
団体への理解が深まったに次いで回答率が高くなっている。 

 
 
◎満足度とも関わってくるが、５日未満参加者に比べ５日以上参加者の方が、就業体験を通
して具体的により多くの学びや気づきを得ていると考えられる。選択数の平均も、５日未
満参加者の３.0 に対し、５日以上参加者は４.0であった。 
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図５ 参加日数とあまりよくなかったと感じたこと【複数回答】 

 
《参加日数とあまりよくなかったと感じたこと》 
・５日未満参加者、５日以上参加者共に、あまりよくなかったことは「特にない」と回答す
る割合が最も高かった。 

・選択肢の中では、５日未満参加者、５日以上参加者共に交通費などの「⑨経済的負担が大
きかった」の割合が最も高く、特に５日以上参加者の方がそう感じた割合が高かった。 

・「④評価やフィードバックが得られなかった」を除き、割合としてはあまり高くはないが、
いずれの選択肢も、５日以上参加者の割合が５日未満参加者の割合を上回った。 

 
◎学生にとって参加に伴う交通費などの費用負担が大きいものであるであることがわかる。
また、５日以上参加者の半数以上があまりよくなかったと感じたことは特にないと回答
しているが、体験する時間が長くなるにつれ、問題点が明らかになってくることもあると
思われる。また、５日未満の短時間では、期待していた評価やフィードバックが得られず
に終わってしまうこともあるのではないか。 
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【調査項目】 

 

 

学生情報 

 ①大学  ②学部（学域）  ③学科（学類）  ④年次 

 

※対象は 2025 年３月卒業（修了）予定の学士３年または修士１年とする 

 

※本来、５日間未満のオープン・カンパニーや職場体験や、５日間以上であっても１・２年次に参

加する就業体験は「インターンシップ」に含まれませんが、ここでは便宜的にそれらも含め「インタ

ーンシップ」としてお聞きします 

 

 

設問１ あなたはこれまでインターンシップに何回参加しましたか。 

 ①０回  ②１回  ③２回  ④３回  ⑤４回  ⑥５回以上 

 

参加経験のある方は設問２～８を回答してください 

参加経験のない方は設問９を回答してください 

 

 

設問２ 参加したインターンシップの日数はどのくらいですか。【複数回答可】 

①１日  ②２～４日  ③５日  ④６～９日  ⑤10 日 

⑥11 日～29 日 ⑦30日以上 

 

 

設問３ 参加した時期はいつですか。【複数回答可】 

 ①１年前期 ②１年夏季休業時 ③１年後期 ④２年前期 ⑤２年夏季休業時 

 ⑥２年後期 ⑦３年４月～７月 ⑧３年 8 月～９月 その他 

 

 

設問４ 参加したプログラムを知ったきっかけは何ですか【複数回答可】 

①就職情報サイト  ②企業等のホームページ  ③インターンシップ関連のイベント 

④大学のキャリア関連サイトやメッセージ  ⑤大学のポスターやチラシ 

⑥先輩・友人・知人  ⑦参加した企業の別のプログラムやイベントへの参加 その他 

 

 



8 
 

設問５ インターンシップに参加した理由は何ですか。【複数回答可】 

①関心のある業界の実情を知りたかった 

②関心のある企業・団体の実情を知りたかった 

③社会に出て就業体験をしてみたかった 

④自分の就業スキルを向上させたかった 

⑤就活に役立つと思った 

⑥採用で有利になると思った 

⑦周りがみんな参加している 

⑧周囲から強く奨められた 

その他 

 

 

設問６ インターンシップに参加して特によかったと感じたことはどんなことですか。【複数回答可】 

①働くことを身をもって体験できた 

②業界や企業・団体について理解が深まった 

③自分の能力や新たな一面について知ることができた 

④自分の取り組みについて参考となるフィードバックが得られた 

⑤就業能力や就業スキルを身につけることができた 

⑥社会人と親しく接することができた 

⑦社会での規律やマナーについて知ることができた 

⑧将来の職業や働き方について考える材料を得た 

⑨大学での専門性向上や学びの意欲がわいてきた 

⑩就職に向けてのつながりを持つことができた 

⑪特にない 

その他 

 

 

設問７ インターンシップに参加してあまりよくなかったと感じたことはどんなことですか。【複数回

答可】 

①提示されたプログラムと実際の内容が異なっていた 

②就業能力や就業スキルが身についたという実感が得られなかった 

③指示や指導が丁寧ではなくとまどうことがあった 

④自分の取り組みに対する評価やフィードバックが得られなかった 

⑤やっていることの目的や意味が分からずやりがいが感じられなかった 

⑥担当者や社員・職員との人間関係がうまくいかなかった 

⑦就業時間が長い、休憩時間があまりないなど精神的あるいは体力的にきつかった 
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⑧狭い、不衛生など、就業環境があまりよくなかった 

⑨交通費などの経済的負担が大きかった 

⑩特にない 

その他 

 

 

設問８ 参加したインターンシップの満足度はどのくらいですか。複数ある場合はその平均値でお

答えください。 

①たいへん満足  ②満足  ③やや満足  ④どちらともいえない 

⑤やや不満  ⑥不満  ⑦たいへん不満 

 

 

設問９ インターンシップに参加しない（していない）理由は何ですか。【複数回答可】 

①この後、参加する予定である 

②特に意義や必要性を感じない 

③魅力あるプログラムが見つからない 

④関心のある業界や企業が実施していない 

⑤適当な時期や期間に実施されるものが見つからない 

⑥自分に合ったインターンシップの探し方がわからない 

⑦多忙であり参加している時間的余裕がない 

⑧経済的負担が大きい 

⑨なんとなく 

その他 

 


